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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第88期
第３四半期
連結累計期間

第89期
第３四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (千円) 6,593,663 7,033,170 8,698,577

経常利益 (千円) 1,072,534 1,086,466 1,510,394

四半期(当期)純利益 (千円) 464,650 361,608 635,216

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 140,006 511,630 251,403

純資産額 (千円) 13,275,320 13,708,368 13,387,476

総資産額 (千円) 26,848,350 26,795,207 27,035,602

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 34.06 26.51 46.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 34.06 － 46.57

自己資本比率 (％) 42.7 44.2 42.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 461,501 1,186,952 998,127

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △778,139 △567,620 △1,177,836

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △496,219 △596,825 △414,253

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,403,783 2,645,184 2,622,678

　

回次
第88期
第３四半期
連結会計期間

第89期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額(△)

(円) 16.74 △1.38

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第88期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．第89期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社については、関連会社であるネッツトヨタ東埼玉㈱が、自動車販売代理店の経営を

営むネッツトヨタウエスト埼玉㈱の株式を100％取得し当社の関連会社となりました。

この結果、平成23年12月31日現在では、当社グループは、当社、子会社５社及び関連会社２社により構成さ

れることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年３月に発生した東日本大震災によるサプライ

チェーン被害と、福島原発事故による電力不足や放射能汚染で企業の生産が減少した状況から徐々に回

復したものの、個人消費や設備投資は総じて低調に推移いたしました。また欧州の信用不安や米国の経済

回復の遅れから急激な円高が進み、輸出企業を中心に円高による企業業績の下振れや株安基調が続く中

で、国内の景気動向は依然として先行き不透明な状況となりました。

そのような中で、当社グループにおける事業環境は一部に円高の恩恵があるものの引続き厳しい状況

になりましたが、主力の繊維事業は前期に達成した営業利益の黒字化を当期間においても維持すること

ができました。収益の柱であります商業施設賃貸事業は、震災による施設の修理があったものの、集客力

の維持強化をはかり、引続き安定した事業収入をあげております。

①　繊維事業

原糸販売は、海外の原料相場の急落を受けて一時荷動きが落ち込んだものの、その後の相場の戻りで

荷動きも活発化するなど産業用一般資材織物の市況回復が続いて、輸入ポリエステル糸・レーヨン

フィラメント糸および紡績糸の販売が好調に推移しました。特に機能素材（吸水速乾糸）および震災

関連商品（ロープ向けビニロン糸）の販売が伸びて大幅な増収となりました。アパレル関係は、主力販

売先の百貨店への売上が総じて堅調に推移し、大口ユニフォームの受注が獲得できたことにより大幅

な増収となりました。カジュアル縫製品関係は、自社企画商品「ユミカツラ（桂由美）」ブランドの百

貨店販売店舗の拡大が順調に進み、ブランドの認知力が高まり既存店の売上が増えるなど、大幅な増収

となりました。刺繍レースを扱う栃木サイボー㈱は、震災後の需要不振から発注取り消しや引き取り延

期などの影響があったものの、刺繍使いの商品の企画販売が増えて僅かな増収となりました。

この結果、繊維事業の売上高は31億23百万円（前年同期比14.2％増）となり、営業利益は前年同期に

比べ23百万円改善して、22百万円を計上することができました。
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②　商業施設賃貸事業

二つの大型商業施設への震災による影響は軽微なもので、「イオンモール川口前川(旧称　川口キャ

ラ)」は近隣大型商業施設に比べ「回遊型ショッピング」ができるというお客様の利便性が高く評価

されるなど、高い集客力を維持しております。賃料収入面においては、「イオンモール川口(旧称　川口

グリーンシティ)」が賃貸期間の延長による賃料の引き下げがありましたが、商業施設賃貸事業は引続

き安定した収益基盤を維持しております。

この結果、商業施設賃貸事業の売上高は17億31百万円(前年同期比9.8％減)、営業利益は８億60百万

円(前年同期比12.1％減)となりました。

③　ゴルフ練習場事業

埼玉興業㈱の「川口・黒浜・騎西の各グリーンゴルフ」練習場は、原発事故による計画停電や震災

による自粛ムードの影響があったものの、若年プロゴルファーの活躍などの効果があり、若年層の入場

者は増加傾向が続いて増収となりました。

この結果、ゴルフ練習場事業の売上高は８億４百万円(前年同期比2.0％増)、営業利益は１億57百万

円(前年同期比32.2％増)となりました。

④　その他の事業

その他の事業においては、埼玉興業㈱の自動車教習所事業は、少子化・免許離れによる入校生の減少

は小康状態から徐々に増加、震災による影響も薄れて普通車・二輪車共に好調が続き、増収となりまし

た。

神根サイボー㈱のインテリア施工事業は、震災の影響から補修工事が増加したことにより大幅な増

収となりました。

サイボー㈱のギフト事業部営業課の慶弔ギフト品販売は、震災後の自粛ムードによる行事の中止な

ど、消費者の生活防衛意識がさらに強まる中、顧客の掘り起こしや販売提案力を強化して増収となりま

した。ディアグリーン課の緑化事業は、観葉植物のレンタル事業は安定した収入を確保、自動給水プラ

ンター「ｅ-プランター」や自動給水ミニ鉢の販売が伸びて増収となりました。

自動車板金塗装修理事業は、トヨタ生産方式の生産性向上やネッツトヨタ東埼玉㈱との連携強化に

より僅かな増収となりました。

この結果、その他の事業の売上高は13億73百万円(前年同期比19.4％増)、営業利益は１億７百万円

(前年同期比69.6％増)となりました。

以上の結果、当社グループの売上高は70億33百万円(前年同期比6.7％増)、営業利益は11億42百万円

(前年同期比0.7％減)、経常利益は10億86百万円(前年同期比1.3％増)となりました。四半期純利益は、

投資有価証券評価損の計上や法人税率の引き下げ及び復興特別法人税の課税が行われることに伴い、

繰延税金資産の取崩しによる法人税等調整額の増加により３億61百万円(前年同期比22.2％減)となり

ました。
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(2) 財政状態の分析

総資産は、たな卸資産や土地の購入による増加があったものの、有形固定資産の減価償却が進んだこと

等により、前連結会計年度末に比べ２億40百万円減少して267億95百万円となりました。

負債は、未払法人税等が増加したものの、借入金や預り保証金の返済等により、前連結会計年度末に比

べ５億61百万円減少して130億86百万円となりました。純資産は、配当金の支払いによる減少があったも

のの、四半期純利益の増加等により、前連結会計年度末に比べ３億20百万円増加して137億８百万円とな

りました。　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物(以下、「資金」という)は、前連結会計年度末に比

べ22百万円増加して26億45百万円となりました。

営業活動により得られた資金は、前第３四半期連結累計期間に比べ７億25百万円増加して11億86百万

円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の増加、法人税等の支払額の減少等によるもの

であります。

投資活動により支出した資金は、前第３四半期連結累計期間に比べ２億10百万円減少して５億67百万

円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が増加した一方、投資有価証券の取得によ

る支出が大幅に減少したこと等によるものであります。

財務活動により支出した資金は、前第３四半期連結累計期間に比べ１億円増加して５億96百万円とな

りました。これは主に借入金の返済による支出が増加したこと等によるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,000,000 14,000,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

計 14,000,000 14,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

― 14,000 ― 1,402,000― 825,348

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
― ―

普通株式 6,300

（相互保有株式） 　 　

普通株式 703,400 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,289,300132,893 ―

単元未満株式 普通株式 1,000 ― ―

発行済株式総数 14,000,000― ―

総株主の議決権 ― 132,893 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式２株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
川口市前川１－１－70 6,300 ― 6,300 0.05

サイボー㈱

(相互保有株式)
川口市安行領根岸2625 703,400 ― 703,400 5.02

埼玉興業㈱

計 ― 709,700 ― 709,700 5.07

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,101,393 3,092,602

受取手形及び売掛金 1,020,243 ※１
 1,036,804

有価証券 20,187 740,369

商品及び製品 466,364 539,933

仕掛品 15,162 16,927

原材料及び貯蔵品 36,687 39,753

その他 320,642 138,911

貸倒引当金 △15,353 △759

流動資産合計 4,965,327 5,604,543

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,375,813 11,052,055

土地 5,164,477 5,352,553

その他（純額） 121,267 88,702

有形固定資産合計 16,661,558 16,493,311

無形固定資産 160,555 114,049

投資その他の資産

投資有価証券 4,505,668 3,855,245

その他 776,010 756,335

貸倒引当金 △33,517 △28,277

投資その他の資産合計 5,248,161 4,583,303

固定資産合計 22,070,274 21,190,664

資産合計 27,035,602 26,795,207

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 440,267 459,307

短期借入金 200,000 －

1年内返済予定の長期借入金 210,000 210,000

未払法人税等 31,447 405,200

賞与引当金 81,922 32,979

役員賞与引当金 6,200 4,650

その他 995,116 997,610

流動負債合計 1,964,953 2,109,747

固定負債

長期借入金 1,225,000 1,067,500

退職給付引当金 245,809 209,676

役員退職慰労引当金 174,677 182,655

長期預り保証金 8,977,843 8,540,532

資産除去債務 － 26,351

その他 1,059,843 950,375

固定負債合計 11,683,172 10,977,091

負債合計 13,648,126 13,086,839
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,402,000 1,402,000

資本剰余金 868,685 868,685

利益剰余金 9,716,135 9,891,679

自己株式 △252,076 △252,076

株主資本合計 11,734,744 11,910,288

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △141,921 △32,834

繰延ヘッジ損益 △35,402 △34,919

その他の包括利益累計額合計 △177,323 △67,754

新株予約権 23,500 25,009

少数株主持分 1,806,555 1,840,823

純資産合計 13,387,476 13,708,368

負債純資産合計 27,035,602 26,795,207
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 6,593,663 7,033,170

売上原価 4,325,697 4,783,309

売上総利益 2,267,965 2,249,860

販売費及び一般管理費 1,117,357 1,107,850

営業利益 1,150,608 1,142,010

営業外収益

受取利息 13,366 14,700

受取配当金 37,967 39,897

持分法による投資利益 19,460 －

その他 21,725 52,923

営業外収益合計 92,519 107,521

営業外費用

支払利息 92,247 82,009

有価証券運用損 18,620 35,744

持分法による投資損失 － 38,313

その他 59,727 6,997

営業外費用合計 170,594 163,064

経常利益 1,072,534 1,086,466

特別利益

固定資産売却益 12,258 48,484

投資有価証券売却益 8 －

特別利益合計 12,266 48,484

特別損失

固定資産除却損 50,191 －

固定資産売却損 5,524 －

投資有価証券評価損 526 327,643

立退補償金 510,000 －

特別損失合計 566,243 327,643

税金等調整前四半期純利益 518,557 807,307

法人税、住民税及び事業税 92,512 496,333

法人税等調整額 55,973 △92,609

法人税等合計 148,486 403,723

少数株主損益調整前四半期純利益 370,071 403,584

少数株主利益又は少数株主損失（△） △94,578 41,975

四半期純利益 464,650 361,608
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 370,071 403,584

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △224,893 114,787

繰延ヘッジ損益 1,099 482

持分法適用会社に対する持分相当額 △6,271 △7,223

その他の包括利益合計 △230,065 108,046

四半期包括利益 140,006 511,630

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 236,734 471,177

少数株主に係る四半期包括利益 △96,728 40,452
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 518,557 807,307

減価償却費 635,510 598,026

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,526 △19,834

賞与引当金の増減額（△は減少） △51,439 △48,943

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33,420 △1,550

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,834 △36,132

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,463 7,978

受取利息及び受取配当金 △51,333 △54,597

支払利息 92,247 82,009

持分法による投資損益（△は益） △19,460 38,313

有価証券運用損益（△は益） 18,620 35,744

投資有価証券売却損益（△は益） △8 －

投資有価証券評価損益（△は益） 526 327,643

売上債権の増減額（△は増加） △41,616 △13,623

たな卸資産の増減額（△は増加） △53,514 △78,399

仕入債務の増減額（△は減少） 49,491 19,039

長期未払金の増減額（△は減少） 505,000 －

預り保証金の増減額（△は減少） △467,843 △438,310

その他 △96,613 110,225

小計 994,860 1,334,896

利息及び配当金の受取額 59,183 63,041

利息の支払額 △91,730 △81,492

法人税等の支払額 △500,812 △129,494

営業活動によるキャッシュ・フロー 461,501 1,186,952

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 66,333 －

有形固定資産の取得による支出 △223,968 △401,661

有形固定資産の売却による収入 160,466 96,827

投資有価証券の取得による支出 △932,406 △292,399

投資有価証券の売却による収入 128,884 －

定期預金の増減額（△は増加） 22,977 31,296

貸付けによる支出 △24,000 △20,500

貸付金の回収による収入 24,000 14,500

その他 △426 4,316

投資活動によるキャッシュ・フロー △778,139 △567,620

EDINET提出書類

サイボー株式会社(E00534)

四半期報告書

14/21



(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 250,000 450,000

短期借入金の返済による支出 △350,000 △650,000

長期借入金の返済による支出 △157,500 △157,500

配当金の支払額 △186,065 △186,064

少数株主への配当金の支払額 △6,184 △6,184

その他 △46,469 △47,077

財務活動によるキャッシュ・フロー △496,219 △596,825

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △812,856 22,506

現金及び現金同等物の期首残高 3,216,640 2,622,678

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,403,783

※１
 2,645,184
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

持分法適用の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、持分法適用関連会社であるネッツトヨタ東埼玉㈱がネッツトヨタウエスト埼

玉㈱の株式を100％取得し、ネッツトヨタウエスト埼玉㈱が新たに当社の関連会社に該当したため、同社を持分

法適用の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（会計方針の変更）

　第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６

月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年

６月30日）を適用しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オ

プションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額にストック・オプションの公正な評

価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 
（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度か

ら法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延

税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.5％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平

成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については37.8％に、平成27年４月１日に

開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.4％となります。この税率変更により、繰延

税金資産が55,807千円減少し、法人税等調整額は48,161千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

※１　　　　――――――――――――― ※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

　 　
　受取手形

　支払手形

34,735千円

47,539千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
 

現金及び預金 2,851,319千円

有価証券 ─千円

　　　計 2,851,319千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△447,535千円

償還期間が３ヶ月を超える債券等 ─千円

現金及び現金同等物 2,403,783千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
 

現金及び預金 3,092,602千円

有価証券 740,369千円

　　　計 3,832,972千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△447,418千円

償還期間が３ヶ月を超える債券等 △740,369千円

現金及び現金同等物 2,645,184千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 93,032 ７ 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年11月11日
取締役会

普通株式 93,032 ７ 平成22年９月30日 平成22年12月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 93,032 ７ 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 93,032 ７ 平成23年９月30日 平成23年12月８日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
その他
の事業
(千円)
(注)１

合計
(千円)

調整額
(千円)
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)
(注)３

繊維事業
(千円)

商業施設
賃貸事業
(千円)

ゴルフ
練習場
事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,734,9501,920,155788,6085,443,7141,149,9486,593,663─ 6,593,663

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,600201,573 ─ 207,173175,755382,928(382,928)─

計 2,740,5502,121,728788,6085,650,8881,325,7046,976,592(382,928)6,593,663

セグメント利益
又は損失（△）

△1,130979,324119,3641,097,55963,2351,160,795(10,186)1,150,608

(注) １　「その他の事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車教習所事業、ギフト事

業、自動車板金塗装修理事業、インテリア施工事業等を含んでおります。

２　調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
その他
の事業
(千円)
(注)１

合計
(千円)

調整額
(千円)
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)
(注)３

繊維事業
(千円)

商業施設
賃貸事業
(千円)

ゴルフ
練習場
事業
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 3,123,6641,731,259804,6615,659,5851,373,5847,033,170― 7,033,170

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6,300192,873 ― 199,173138,325337,499(337,499)―

計 3,129,9641,924,133804,6615,858,7591,511,9107,370,670(337,499)7,033,170

セグメント利益 22,378860,490157,7941,040,663107,2671,147,930(5,920)1,142,010

(注) １　「その他の事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車教習所事業、ギフト事

業、自動車板金塗装修理事業、インテリア施工事業等を含んでおります。

２　調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 34円６銭 26円51銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 464,650 361,608

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 464,650 361,608

    普通株式の期中平均株式数(株) 13,640,605 13,640,538

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 34円６銭 ─

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 2,199 ─

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

第89期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当については、平成23年11月11日開催の取

締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。

　
①　配当金の総額 97,955千円

②　１株当たりの金額 ７円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月８日

　

サ　イ　ボ　ー　株　式　会　社

取　締　役　会　　　　御　中

　

　

　 有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    高    橋    　    勝    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    山    本    哲    生    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイ
ボー株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サイボー株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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